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「 学び合い 」

秋田県青少年交流センター
所 長 齋 藤 一 男
（一般財団法人 秋田県青年会館 理事長）

３月の声を聞くと、穏やかな陽射しのなかで周囲の木々も一気に芽吹きを始め、日本海より
吹く風にも確かな春の香りを感じる頃となります。
さて、秋田県青少年交流センターは「青少年教育振興のために青少年を対象とした様々な研

修を行うとともに、青少年団体の活動の拠点として交流の機会を提供し、県民の様々な生涯学
習の場として広く活用されること」を目的として設立されました。平成２３年度からは、一般
財団法人秋田県青年会館が指定管理者として、県教育庁生涯学習課のご指導のもと各種主催事
業を運営し、現在に至っております。
今年度の事業は、参加者が相互に協力しながら、共通の目標や課題の達成を目指す研修、「協

働的な学び～学び合い～」に力点を置いて運営して参りました。
ここに平成２７年度主催事業等をご報告申し上げ、ご参加とご支援を得た多くの皆様への感

謝に代えさせていただきます。今後とも、当センターの研修事業にご理解とご支援をよろしく
お願い申し上げます。

平成2７年度

秋田県青少年交流センター主催事業から

１ 高校生徒会交流会議（Ｈ１６年度からの事業）
期 日：平成２７年５月２２日（金）～２３日（土）
参加者：県内２１校６２名（男子２７名、女子３５名）

県央・県南の４校８名の生徒たちが自発的に実行委員を引き受
け、企画のための実行委員会が４回開催されました。
交流会議では、充実した生徒会活動を推進するための情報交換

や創造的な活動への手がかりを求めて、研修・討議・発表を行いました。
事前資料として、県内２８校から報告があり、討論の参考となりました。
討論のテーマは「生徒会活動をより良くするためには」「学校と外部との交流」の２つで、８グ

ループに分かれて話し合いが行われ、その内容を発表しました。参加した生徒からは、「意見交換
・情報交換が活発に行われ、沢山の発見があった。」「普段、生徒会で困っていることの解決策を見
つける事ができた。」「各校の事業や企画を知る事ができた。自分た
ちの学校でも取り入れたい。」「学校で今回の事を伝え、よりよい学
校づくりを実現したい。」というコメントがよせられました。

平成２８年度の予定
平成２８年５／２０（金）～２１（土）
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２ 高校生リーダー養成「ニューリーダーセミナー」（Ｈ２０年度からの事業）
期 日：平成２８年２月１９日（金）～２０日（土）
参加者：県内２５校６１名（男子３５名、女子２６名）

高校生徒会役員を中心に新しく校内諸活動のリーダーとなった
生徒たちが集い、充実した活動を推進するための研修と情報交換を行
い、リーダーとしての資質の向上を目指して実施しました。
研修初日、開講式に引き続き、８班に分かれグループ構築ゲー

ムを行いました。行ったのは、「一文字紹介」（構成員を理解し、
グループの特徴を表現する）、「ブロックモデル」（グループで課題
を達成する過程で起こるさまざまな事柄に気づく）、「月で遭難」（与
えられた課題についてグループで話し合い、議論を重ねる中でグループ全員のコンセンサス（合
意）を得る）です。和気あいあいとした雰囲気の中にも真剣に取り組んでいました。
夕食をはさんだ夜のグループ討議①では、「リーダーに必要なもの」をテーマに、それぞれの

学校事情を情報交換しながら、自分たちが思うリーダー像やリーダーに必要なスキルについて
討議しました。翌日のグループ討議②のテーマは、「私たちの声」です。今と将来について高校

生の声（周囲に求めること）を形にしました。
生徒達からは、新年度を控えて自分たちの取り組むことがはっき

りしてきたこと、他校のリーダー達とネットワークができ、参加
してよかったとい
う声があがりまし 平成２８年度の予定
た。 平成２９年２／１７（金）～１８（土）

３ 私たちの一票（青年会館の主催事業として、ニューリーダーセミナーと兼ねて実施）
期 日：平成２８年２月２０日（土）
参加者：県内２５校６２名（男子３６名、女子２６名） 教師２校２名

（ニューリーダーセミナー参加者を含む）

次代を担う高校生が郷土の将来や身近な生活に直結した選挙お
よび政治に十分関心を持ち、一人ひとりが選挙制度を正しく理解
することで生活と政治、選挙が密接であることを体感し、選挙や
政治についての意識高揚を図ることを目的に開催されました。
最初に東京大学大学院教育学研究科教授の小玉重夫先生（秋田

県飯田川町：現潟上市出身）に「私たちの
平成２８年度の予定 一票」と題してグループワークを交えなが
平成２９年２／１８（土） ら特別講演をしていただき、その後、模擬

投票体験を行いました。

４ 青少年国際交流事業（Ｈ２３年度からの事業）
※ユースパルは平澤市青少年文化センターと相互交流協定を締結しています。

海外の青少年と相互交流を行い、ともに互いの文化や歴史を学ぶことを通して、コミュニケ
ーション能力を高め、国際感覚を身につけた青少年の育成を図ることを目的に実施しています。
平成２３年より韓国平澤市青少年文化センターと相互交流（訪問と受け入れ及び相互ホーム

スティ）、平成２４年より韓国寧越郡青少年相談福祉センターからの受け入れを実施し、日韓高
校生の国際交流を行っています。
今年度、平澤市との相互交流は、韓国MERS（中東呼吸器症候群）の関係で訪問・受入ともに

中止となりましたが、「韓国寧越郡青少年日本文化体験プロジェクト」を平成２８年２月１１日
（木）～１５日（月）の日程で受け入れ、能代松陽高校との交流のほか、茶道体験や県内高校

生との民謡体験交流、ヤートセ体験交流などを実施しました。

平成２８年度の予定（平澤市相互交流）
Ⅰ期訪問：平成２８年７／２２（金）～２６（火）
Ⅱ期受入：平成２８年８／ ４（木）～ ８（月）
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５ イングリッシュキッズプロジェクト（青年会館の主催事業として実施）
期 日：平成２７年８月１７日（月）～１９日（水）
参加者：秋田市内小学校５・６年生２１名（男子９名、女子１２名）

子どもたちが外国の人とともに活動・体験することを通して、
他国の言語をより身近に感じて自らコミュニケーションをとる積
極性を育むことを目的に開催しました。
開催初日、「ＰＡ（プロジェクトアドベンチャー）」で仲良くな

った後、早速３人の先生のもと３班に分かれて「英語でチャレン
ジ」に取り組みます。日常会話に必要な単語を絵カードを使って
習いながら英会話にチャレンジ。３回に分かれたチャレンジタイ
ムでは、英文名刺を作成して自己紹介、先生の出身国（アメリカ、フィリピン、台湾）につい
ての質問、私の夢を英語で発表に取り組みました。チャレンジタイムの後のティータイムでは、
先生に質問や個別レッスンを受けたり、仲間同士で英会話の実践をしたり、配布された英語ノ
ートにまとめたりとそれぞれのペースで楽しみながら学びました。
学習の合間のスポーツ交流、絵灯籠作り、野外炊飯、キャンプファイヤーでも、日本語に混

じって英会話が聞こえます。先生から新しい言葉が出るたびに子どもたちは興味津々、すぐに
使ってみます。お食事タイムの「いただきます」「ごちそうさま」も英語です。
最終日の「活動発表」では、それぞれが「My self-Introduction（私の自己紹介）と３日間

の活動の感想」を英語で披露しました。発表が終わるたびに先生方
から「Good Job!」の声、子どもたちは嬉しそうでした。体験を通じ
ながら英語の「聞く」「読む」「話す」「書く」に親しんだ３日間で
した。

平成２８年度の予定
平成２８年８／１１（木）～１３（土）

６ ユースボランティア交流会（Ｈ２２年度からの事業）
期 日：平成２７年７月４日（土）～５日（日）
参加者：１２名（男子７名、女子５名：大学生４名、看護学校４名、高校生４名）

青少年ボランティアグループの活動活性化のために、相互に交流を行い、充実した活動を行
うための資質の向上を図ることを目的に、秋田県立岩城少年自然
の家で交流会を実施しました。今回は「災害時の活動と防災」を
中心に運営しました。「プロジェクトアドベンチャー」「災害時
の炊き出し実習」「防災コミュニケーションワークショップ」
「防災体験活動」と
充実した内容で研修 平成２８年度の予定
を行いました。 平成２８年７／２（土）～３（日）

７ ユースフェスティバル（Ｈ１６年度からの事業）
期 日：平成２７年１０月４日（日）
会 場：イオンモール秋田 １Ｆセントラルコート

ユースパルを拠点又は利用する青少年団体等や高校生、大学生のほか地域の人々を含めた文
化活動の成果を発表・展示する機会を提供しています。今回はパフォーマンスユニットＡＣＥ
のダンスに始まり、小学生から大人までの５つの団体によるヤートセの競演、青年達による弾

き語りやアカペラ、最後は歌唱力抜群のアマ
歌手や県内若手アーティストであるY u m m i
さんの公演と続き、たくさんの方々から拍手
をいただき
ました。 平成２８年度の予定

平成２８年１０／２（日）
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８ 青少年団体間交流会（Ｈ１８年度からの事業）
期 日：平成２７年１２月４日（金）
参加者：県内８団体１０名（男子８名、女子２名）

県内各地で活躍する様々な青少年団体に呼びかけ、各団体間の活動等の情報交換を図るとと
もに、ユースパルを拠点として活躍できるよう連携と協力関係を深めることを目的に開催しま
した。
今年度は昨年度より２団体多い「日本ガールスカウト秋田県連盟」「秋田県連合青年会」「秋

田で幸せづくりを考える繋がりの会」「ひだまりファーム」「ヤートセ秋田祭実行委員会」「秋田
キャンパスネット」「NPO法人はちろうプロジェクト」「秋田県青年会館」の８団体が集い、「フ
ァシリテーションカフェ」と題してオリジナルスマイル研究所代表の小山田氏から「繋がりで
できる可能性を探ろう！」というテーマに講演をいただいたあと、研修をしました。ワークシ
ョップをおこないながら、他団体と何ができ
るかを模索しました。

平成２８年度の予定
平成２８年１２／２（金）

９ 対人関係能力向上セミナー「ユースパル夜学塾」（Ｈ２２年度からの事業）
期 日：平成２７年６月１９日（金）～２０日（土）
参加者：１８名（男子１０名、女子８名）

職場等の枠を超えた交流を行い、より良い人間関係を創っていくための方法などを、体験学
習を通して学び、コミュニケーション能力の向上を図ることを目的に開催しました。
参加者は、仕事を終えてからユースパルを訪れます。今年度は日本ファシリテーション協会

秋田サロンと共催し、体験学習による「対人関係能力向上セミナー」として実施しました。
ＫＰ法（紙芝居プレゼンテーション法）と「笑い」を駆使しながらセミナー、ワークショッ

プで全国を回っている（公社）日本環境教育フォーラム理事長の
川嶋直氏を講師にお招きし、「ＫＰ法実践講座～コミュニケーシ
ョンスキルアップ～」の受講と体験を行いました。

平成２８年度の予定
Ⅰ期：平成２８年６／１７（金）～１８（土）
Ⅱ期：平成２８年９／１６（金）～１７（土）

10 青少年社会参加促進特別対策事業
ユースパルでは、人付き合いは得意ではないけれど様々な能力や可能性を秘めた若者(青少

年)に、自然体験や生活体験等を通して、社会参加を目指すきっかけを提供し支援しています。
また、青少年の居場所を提供し、ボランティア団体等と協力して相談活動や体験活動を行う

など、青少年の健全育成を図っています。

なまはげきゃんぷ（Ｈ１８年度からの事業）
期 日：平成２８年１月１５日（金）～１７日（日）
参加者：９名（男子４名、女子５名）

体験活動（笑顔の体操、海外ボードゲーム、軽食調理）、コミュニケーショントレーニング、
ワールドカフェ、三吉梵天まつり見学など多彩な内容の３日間でし
た。それぞれが明日へのエネルギーを蓄え、笑顔でユースパルを後
にしました。

平成２８年度の予定
平成２９年１／１３（金）～１５（日）
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11 地域青年リーダー養成（青年会館の主催事業として実施）
期 日：平成２７年１２月２６日（土）～２７日（日）
参加者：７名（男子７名）

第１２回「お～い！わげ者えだが～！！」並びに第６０回秋田県青年問題研究集会を秋田県
青少年交流センター「ユースパル」を会場に開催しました。
今回の本集会は、ＯＢ等が集まり県団の近況報告を兼ねた「県団発表」を行いました。過去

５年間の近況報告や今年１年の振り返りと反省点、今後の課題を出し、全員でこれからの改善
点を語り合う内容で進められました。
昨年、個々の役員のスキルアップ向上を目的にファシリテーション団体の開催する講座に参

加し得たＫＰ法（紙芝居プレゼンテーション）を用いて発表を行い、役員にも自信がついただ
けでなく参加者にも分かりやすく伝えることができたと感じます。また、参加した皆さんにも
「個人発表」と題し、退任後のそれぞれの活動を発表してもらい密な語らいを行うことができ
ました。

1２ 市町村公民館連携事業（青年会館の主催事業として実施）
青少年の自立・社会参加活動支援事業の一環として実施していま

す。市町村公民館や地域社会との連携を図り、青少年や団体活動の
発掘や育成を目指し、年間を通して社会教育事業を展開している地
域を支援します。

（１）大雄生涯学習センター「2016大雄子どもフェスティバル」
平成２８年１月３０日（土）

平成２７年度 学校団体のセカンドスクール的利用状況
平成２８年３月１８日現在

利用校種別
学 校 数 利 用 人 数

県 北 中 央 県 南 全 県 県 北 中 央 県 南 全 県
幼稚園・保育所 0 1 0 1 0 35 0 35
小 学 校 0 0 0 0 0 0 0 0
中 学 校 18 12 12 42 2,016 1,418 1,220 4,654
高 等 学 校 0 2 0 2 0 188 0 188
特別支援学校 0 0 1 1 0 0 56 56
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0
合 計 18 15 13 46 2,016 1,641 1,276 4,933

※セカンドスクール的利用とは
学校の授業として、児童生徒が学校を離れた場所で、自然体験、

社会体験、共同生活体験などの様々な活動を行います。

※研修室利用料金が無料、宿泊料金が通常の半額程度
となります。

※希望により、２８人乗りの送迎バスが利用可能です。

※希望により、ユースパル研修スタッフ（ファシリテーター）
が、研修の指導を行います。
①プロジェクトアドベンチャー（ＰＡ）系ゲーム
（アイスブレーキングを中心にしたレクリエーションゲーム）

②ニュースポーツ（キンボール、室内ペタンクなど）
③コミュニケーション能力向上体験型学習（ＣＨＲ研修）
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平成２８年度 秋田県青少年交流センター主催事業（予定）

１ 学校外教育活動支援事業
事 業 名 目 的 日 程 等

①高校生徒会 県内の高等学校生徒会役員が一堂に会し、 平成２８年

ネットワーク会議 リーダーとしての資質の向上を図るととも ５月２０日（金）～２１日（土）

（名称変更） に、充実した生徒会活動を推進するための 秋田県青少年交流センター

情報交換を行い、生徒会のネットワークを

形成します。実行委員を募集し、生徒主体

の運営を行います。

②高校生リーダー養成 様々な分野の高校生リーダーが集い、充 平成２９年

「ニューリーダーセミナー」 実した活動を推進するための研修と情報交 ２月１７日（金）～１８日（土）

換を行い、必要な資質の向上を目指します。 秋田県青少年交流センター

③高校生のための １８歳からの選挙権の付与に伴い、高校 平成２９年

主権者教育セミナー 生に対する投票権の行使や政治的教養につ ２月１８日（土）

いて学ぶ機会を提供します。 秋田県青少年交流センター

④青少年国際交流事業 海外の青少年との相互交流を通じて交流 Ⅰ期：平成２８年

Ⅰ期：秋田県高校生韓国訪問 先の文化や歴史を学ぶとともに、コミュニ ７月２２日（金）～２６日（火）

Ⅱ期：韓国高校生秋田県訪問 ケーション能力を高め、国際感覚を身につ Ⅱ期：平成２８年

けた青少年の育成を図ります。 ８月 ４日（木）～ ８日（月）

⑤イングリッシュキッズ 小学生のうちから子どもたちが外国人と 平成２８年

プロジェクト ともに活動・体験することを通して、他国 ８月１１日（木）～１３日（土）

の言語をより身近に感じて自らコミュニケ 秋田県青少年交流センター

ーションをとる積極性を育みます。

２ 青少年の自立・社会参加活動支援事業
事 業 名 目 的 日 程 等

⑥ユースボランティア 青少年ボランティアグループのネットワ 平成２８年

認定事業 ーク形成や充実した活動を行うための資質 ７月２日（土）～３日（日）

（名称変更） 向上を図ります。また、高校生や大学生の 秋田県立岩城少年自然の家

ボランティア活動に対する意識の向上とボ

ランティアの養成を目指します。

⑦ヤングフェスティバル ユースパルを拠点または利用する青少年 平成２８年

（名称変更） 団体や高校生、大学生等のグループ活動の １０月２日（日）

成果を発表する場を提供します。 イオンモール秋田（予定）

⑧青少年団体間交流会 ユースパルに入居する団体を中心に、各 平成２８年

青少年団体やグループ、サークルに呼びか １２月２日（金）

け、団体間の活動等の情報交換を図るとと 秋田県青少年交流センター

もに、連携と協力関係を深めます。

⑨対人関係能力向上セミナー 県内出身等の著名な講師を交え、若者が 平成２８年

「ユースパル夜学塾」 自分を取りまく社会や地域を見つめ直し、 ６月１７日（金）～１８日（土）

よりよい地域社会を創るために何が必要か ９月１６日（金）～１７日（土）

を考える機会を提供し、若者の自主性と社 秋田県青少年交流センター

会参加意識を育みます。また、職場等の枠

を超えた交流を図ります。

⑩「なまはげきゃんぷ」 人付き合いが得意ではないが、様々な能 平成２９年

力や可能性を秘めた若者(青少年)に、活動 １月１３日(金)～１５日(日)

体験を通して社会参加を目指すきっかけを 秋田県青少年交流センター他

提供し、自立を支援します。

⑪地域青年リーダー養成 県連合青年会が主体となり、各地域に住 平成２９年

「お～い！わげ者えだが～！！」 む青年と語り合い、青年団体の再構築を図 １月２１日(土)～２２日(日)

るためのリーダー育成を支援します。 秋田県青少年交流センター

⑫市町村公民館連携事業 市町村公民館や地域社会との連携を図り、 年間（地域によって設定日が

青少年や団体活動の発掘、育成を目指し、 異なります）

年間を通して社会教育事業を展開している

地域を支援します。


